







その他のタイトル The ecological foundation of Japanese language
education for children I: The development of
children’s ecological field founded on
earners’ community human being ecological
field
URL http://hdl.handle.net/2241/00144717



















年尐者日本語教育 生態場 学習者共同体 年尐者生態場 学習者共同体人類生態場 
 
1 はじめに 
1.1  Un-chain・Un-ascertain・Un-learn 
世界各国で非正規職化が進み、人々の毎日の生活が切迫するという人間生態系がひろが











































































































































































2.9 生態学の捉え方―その 9 学習・学習共同体生態場― 
この共同体生態場を学習に焦点を当てて捉え返せば、それは、それぞれ学び即ち生きる








2.10 生態学の捉え方―その 10 自然史、「今、ここ」、自然史の 1 コマ 1コマの創成、マ 
イクロジェネシスの場としての学習共同体生態場― 
それを自然史の視点から捉え返せば、学習共同体生態場は、人間的自然主体が「今、こ
こ」、即ち生態場、学びの共同体生態場において新たな自然史の 1 コマ 1 コマを創成してい
くマイクロジェネシス(自然史を凝縮して新たに創成する)の場である。 
 

















































諸相、従って「規定」の下におかれてあった繋がりの諸相、を捉え返す局面の 1 コマ 1 コ
マが生み出されていく。これが能動的認識段階における意味の生成即ち学びの生成の 1 コ



























































3.4 規定その 4―学び― 
先にふれたように、学びとは、第 1 に、モノ、コト、人の繋がりを捉え返すことである。
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The ecological foundation of Japanese 
language education for children I: 
The development of children’s ecological field founded 




This paper presents the ecological foundation of Japanese language education for children, 
especially the understanding of learners’ community human being ecological field as the basis of 
children’s ecological field focusing on that from the viewpoint of nature, human nature and 
biological nature.  
 
 
 
 
 
 
